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１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
☑ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

開設（変更）予
定日

2024年4月1日

担当者名 連絡先

事業所の移転
建物の構造・設備の変更

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

回答

受理
■当初 □最終

代表者職名前 小川　美香

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定
新規事業所の開設

定員の変更 就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

賃借・自己所有

現在地

新築予定

賃借・自己所有

事　業　計　画　書

法人名 株式会社Moana

事業種別 放課後等デイサービス 事業所名
ＩＴビジネススクール　「CREATIVE
CIRCLE」

法人の基本方針

一人ひとりの可能性を大切に、希望ある未来のために、わたしたちは貢献します。

みんなが楽しく働くことで自身の生活を豊かにし、就労への支援を通して地域社会に貢献できる企
業を目指します。

法人の理念

意見現在、就労移行支援事業所「ITビジネススクール　駅前キャンパス」でスクール形式の就労移行支援事業所を運営させ
ていただいています。

市内にはたくさんの放課後等デイサービスがあり、それぞれの事業所が多様なサービスを提供されています。
そのため、保護者やお子さんが必要な支援を選択できる環境にありますが、中高校生になった場合には選択の幅が狭
くなっているように思います。
そのような現状を踏まえ、主に中高生を対象に、さまざまな活動を経験し、楽しみながら就職のためのスキルを身に着
ける「就労準備型放課後等デイサービス」の必要性を感じています。

今は、誰もがコンテンツを生み出し、発信できる時代です。特に、中高校生の発想力や創造力は、時に大人の想像を超
えています。
早期にクリエイティブな思考を養うことで個性をさらに引き出すことが可能と言われています。
当事業所は、プロのクリエイターが経験を踏まえて、さまざまな技術を楽しみながら体験できる環境を提供します。
また、放課後等デイサービスでの経験者、専門学校や職業センターでの指導経験者などスキルと経験が豊富な職員
と、さまざまなクリエイティブツールを揃えています。
利用者の皆さんが自らが創作、発信して、社会と関わることで将来を職業選択の幅を広げるサポートしていきます。

意見
就労移行支援

割合
割合

法人が実施する主
な事業

割合 100
設立年月日

意見
下段：所在地

　　　　　2023年　1月18日

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件

％

％ 日 〆％

％ ％

％ 日回収日 〆

日回収

日回収日 〆

2023年12月1日

2024年　　2月　　13日

福山市障がい福祉サービス等の指
定に係る懇話会

建築指導課
消防局予防課
開発指導課

作成年月日 2023年　11月30日
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５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

4 階 0 階 年
㎡ ㎡

4 階 ㎡
人 人 人

4 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ □ □ ■

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

付近図省略

あり

今回計画の放課後等デイ
サービスの建築基準法上の
用途は「児童福祉施設等」
に該当し，従前の用途から
変更がないため，建築基準

法上の手続きは不要。
　なお，手続きが不要な場
合であっても，建築士等に
相談し，建築基準法に適合

する計画とすること。

今回の事業追加に伴い，新
たに設置が必要な消防用設
備等はないが，防火対象物
使用開始届出書を提出する

こと。

用途 事務所・店舗 構造 RC
所有者 抵当権 あり

建築面積 198.48 延面積 577.47
階層 4

商業地域 意見土
地

所在地 福山市三之丸町６番５号　三之丸ビル４階 用途区域

建
物

名称 三之丸ビル
所有者 抵当権

地上 地下 建築年 1976

収容人員 内訳 職員 利用者
手続 既存 使用する階 専有面積 161

職員 利用者

③
種別
手続

手続 追加 使用する階 専有面積 161②
種別 放課後等デイサービス

26

0

10414

206

収容人員 内訳

使用する階 専有面積
収容人員 内訳 職員 利用者

事
業
の
概
要

①

意見
小学校区 人口 9,397

事業所

0
0

その他

２０２４年４月１日より、就労移行支援と多機能として放課後等デイサービス事業所として利用します。
内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

種別 就労移行支援

西小学校

150 徒歩

350 徒歩

同種の事業所
一次避難先
二次避難先
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

※別紙

意見
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８　従業員

☑
☑
☑ □
☑ □
☑ □
□ ☑
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

101,476

3 5

101,476

6

101,476

13

101,476

給付費　※２ 円 円 円

円円

円 円 円

支出計② 円 円

万円
万円

万円

管理者，児童発達支援管理
責任者を含めた従業員の処
遇を改善するように努めて

いただきたい。

年齢 月給 意見

58

雇用形態

万円
万円

万円
万円

万円
万円

万円
万円
万円

10
16
18
20

意見
万円 万円

万円
人件費 末 支払 ボーナス

万円 万円
万円 万円

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

70

意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物 万円 自己資金 万円
設備 万円 借入金 万円
車両

合計 万円

その他 万円
運転資金 万円

合計 万円

必要な資金 金額 調達方法

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

月平均利用額　※１

円
諸収入 円 円 円 円

（１人当たり）
収
入

１月目 ２月目 ３月目 １年後

円円

円
旅費・交通費 円 円 円 円

収入計 ① 円 円 円 円

支
出

人件費 円 円 円

賃借料 円 円 円 円
通信費 円
諸経費　※４ 円 円 円 円
支払元金利息 円 円 円 円

50,000
0

円

収支①-② -80,000

780,000

-475,572

780,000

539,188

円
売上高　※３ 円 円 円 円

円

生
産
活
動

収入　Ｂ 円 円 円

円円 円

円 円 円 円
支出　Ｃ 円 円 円

円 円 円
利用者賃金 円 円 円 円

700,000
20,000

10,000

万円

万円 □ あり □ なし

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

円
必要経費 円

万円

常勤
常勤
常勤

304,428

304,428

職種
管理者
サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者

保育士
児童指導員
指導員
児童指導員

常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤
常勤

10

6

56
56
31
30
50

名前

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤
非常勤

翌25 106

300

0
0
0
0
0

300

0
300

0

300

万円

金額

0
0

20,000

10,000
50,000

0
80,000

0
700,000
20,000

10,000
50,000

0
780,000

-780,000

円

1,319,188

1,319,188
700,000
20,000

10,000
50,000

0

円
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

放課後等デイサービス　平日　基本報酬 （604単位）＋児童指導員等加配加算（行動援護）（123単位）＋処遇改善加算（8.4％）+ペースアップ加算（2.0％）　8026円
　　　　　　　休日　基本報酬 （721単位）＋児童指導員等加配加算（行動援護）（123単位）＋処遇改善加算（8.4％）+ペースアップ加算（2.0％）　9317円　長期休み短時間４時間のため　0.85で計算

円

生産品 １時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額

円
最賃確保状況（Ａ型）

円

4



１２　事業計画

１３　利用者処遇

意見

「一日の流れ」とサービス提
供時間が異なっていますの
で，修正してください。

（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
当事業所では、職業選択や就職後を見据えビジネスマナーやコミュニケーション、ソーシャルスキルなど、多くの人と関
わり自立していくために必要なスキル習得を目指します。また、プロのクリエイターによるパソコンやデザイン、職場体験
など、就職に向けてより実践的な支援も行います。

〇自立支援と日常生活の充実のための活動
　働く上で必要とされるルールとマナー
　パソコンの基本操作
　アプリケーションの操作　Word、Excel、PowerPoint、illustrator、Photoshop、Premiere Pro
　ITパスポートの資格取得
　自立した生活を送れるためのソーシャルスキルトレーニング
　パソコンの分解・組み立てなどの作業トレーニング

〇創作活動
　Adobeのソフトを使用したポスターやチラシ、動画作成
　自身で作成したアクセサリーなど、作成した創作物の販売体験

〇地域交流の機会の提供
　福山の産業を知るための企業見学
　地域で仕事をされている企業の方の講和
　地域のイベントへ積極的に参加（ばら祭り・フクヤマニメ　など）

〇余暇の提供
　スポーツ大会やキャンプなどやイベントへの参加

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など

〇児童発達支援・放課後等デイサービスでの支援経験
〇障害者職業センターでの職業訓練の経験
〇専門学校での教員経験
〇プロのクリエイターとしての経験
〇就労移行支援事業所での支援経験

【資格】
サービス接遇実務検定１級　　ラッピング協会講師　　秘書検定　　簿記検定
基本情報技術者試験　　シスコ技術者認定試験（CCNA）　　初級システムアドミニストレータ試験　　ITパスポート試験
CompTIA Network+　　情報セキュリティ検定１級　　illustrator認定試験ベーシック　　CADインストラクター試験

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
少なくとも月に１回は内部研修を行い、半年に１度は外部講師による研修を行います。研修の内容については、その時
に必要な事項に関して行います。また、外部研修にも積極的に参加させていただきます。

（４）感染症対策
来所前には必ず検温を実施して発熱がないことや体調に変化がないことを確認の上来所していただきます。また、来所
時にも検温と体調について聞き取りを行い、消毒の上室内に入ることとします。感染予防に関しては訓練の中でも取り
組んでいきます。

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
事故防止マニュアルを作成し安全確保策を策定し、事故発生時には管理者を長とした体制で、まずは安全確保につと
め、必要箇所への通報、保護者や家族、関係機関への連絡と対応対策にあたる。

（６）関係機関との連携
学校の先生や相談支援事業所の担当者から情報をいただきながら、しかりとアセスメントし支援に当たります。必要に
応じて、学校を訪問し連携に努めます。

（７）家族（保護者）支援
保護者との信頼関係を築くため、保護者の考え方を尊重し受容的に接しながら保護者の意見をしっかりと受け止めた上
で、今の状況や今後のことについて助言やアドバイスを行います。また、過去の利用者の事例や、生活面も含めた将来
の支援体制などの具体的な情報を伝えるなど、今後の就労生活に示唆を与えるような情報提供を行います。

（８）その他

意見

従業員の資格取得，スキル
アップに努めていただきた

い。

（２）開設事業に係る理念・基本方針
子どもたちの社会への出発点としてスクール型の就労移行事業所を運営させていただいています。その中で、中高生
の時期に将来の可能性を広げるための療育も必要であると感じました。プロのクリエイターさんの協力で、職業体験を
通して、就職準備を行う放課後等デイサービスを考えています。
就職は長い社会生活の出発点です。より良い選択ができるよう取り組んでいきます。
共に学び共に成長し、地域社会に貢献できる企業を目指します。

（３）事業内容
障がいや発達に特性を持つ中学生・高校生を対象とした就労準備型の放課後等デイサービスの運営を考えています。
高校を卒業した後の「就労」に備えたトレーニングに重点を置いており、さまざまな体験やスキル習得を行います。
発達障害を抱えた方が企業で働くための課題は非常に多く、仕事そのもの以外でも人間関係や集団生活のなかで困り
感や挫折を感じて離職してしまうケースがみられます。
学生時代に様々な経験をすることで、職業選択を幅を広げ、就職後の困りごとを自身で解決できるような支援を行いま
す。

（１）事業概要
事業種別：放課後等デイサービス
利用定員：１０名
営業日：火曜から土曜
営業時間：火曜から金曜　１３時から１９時　土曜日　１０時から１９時
サービス提供時間：火曜から金曜　１５時から１９時　土曜日　１３時から１９時
主たる対象者：発達障害　身体障害（下肢障害を除く）　精神障害
送迎の有無：なし
協力医療機関：青葉台クリニック
その他：就労移行支援事業と時間を分け、職員もそれぞれの事業について必要人員を配置します。
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ ■ ■ ■ ■ □ □ □

1 3 時 0 0 分 ～ 1 6 時 0 0 分

1 6 時 0 0 分 ～ 1 9 時 0 0 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ ■ □ □

1 1 時 0 0 分 ～ 1 2 時 0 0 分

1 2 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分

1 3 時 0 0 分 ～ 1 9 時 0 0 分

時 分 ～ 時 分

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ □ □ □

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

営業日 営業時間 サービス提供時間

〇災害時の対応体制
　管理者を中心に災害時の連絡・対応を明確にし、連絡先や連絡内容を記載した書面を事業所に掲示します。

〇避難先
一次避難先：東桜町緑地
距離，避難方法及び時間：１５０ｍ　徒歩　２分
二次避難先：福山城公園
距離，避難方法及び時間：３５０ｍ　徒歩　６分

〇防災計画等の作成
　必要な計画をマニュアルとしてまとめます。

〇避難訓練の実施計画
　６カ月に最低１回は避難訓練を行います。訓練内容は、地震・水害・不審者などを想定して行います。

〇その他

意見

11時から19時 13時から19時

営業日 営業時間 サービス提供時間

意見
打合せ・事務作業・支援準備

12事業計画と異なっていま
すので，（営業日に「祝日」
が含まれている），修正して

ください。

昼休憩

支援

13時から１９時 16時から19時

営業日 営業時間 サービス提供時間

意見
打合せ・事務作業・支援準備

支援
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様式第２号－２

１　協議事項

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
☑ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※必要に応じて〇△が無い部分も記入いただく場合があります。

２　事業実施に係る動機

３　法人の概要

① ％
② ％
③ ％

４　法人の主要取引先

作成年月日 2023年　11月30日
法人名 株式会社Moana

代表者職名前 小川　美香

事　業　計　画　書

□当初 ■最終

事業種別 放課後等デイサービス 事業所名
ＩＴビジネススクール　「CREATIVE
CIRCLE」

開設（変更）予
定日

2024年4月1日

担当者名 連絡先

大幅な事業内容の変更　※△は生産活動を行う事業

現在、就労移行支援事業所「ITビジネススクール　駅前キャンパス」でスクール形式の就労移行支援事業所を運営させて
いただいています。

市内にはたくさんの放課後等デイサービスがあり、それぞれの事業所が多様なサービスを提供されています。
そのため、保護者やお子さんが必要な支援を選択できる環境にありますが、中高校生になった場合には選択の幅が狭く
なっているように思います。
そのような現状を踏まえ、主に中高生を対象に、さまざまな活動を経験し、楽しみながら就職のためのスキルを身に着ける
「就労準備型放課後等デイサービス」の必要性を感じています。

今は、誰もがコンテンツを生み出し、発信できる時代です。特に、中高校生の発想力や創造力は、時に大人の想像を超え
ています。
早期にクリエイティブな思考を養うことで個性をさらに引き出すことが可能と言われています。
当事業所は、プロのクリエイターが経験を踏まえて、さまざまな技術を楽しみながら体験できる環境を提供します。
また、放課後等デイサービスでの経験者、専門学校や職業センターでの指導経験者などスキルと経験が豊富な職員と、さ
まざまなクリエイティブツールを揃えています。
利用者の皆さんが自らが創作、発信して、社会と関わることで将来を職業選択の幅を広げるサポートしていきます。

主な修正点

賃借・自己所有

現在地
定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加
上記以外

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設 共生型サービス
事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

賃借・自己所有

新築予定

事業所の移転
建物の構造・設備の変更

割合

法人の理念 一人ひとりの可能性を大切に、希望ある未来のために、わたしたちは貢献します。

設立年月日 　　　　　2023年　1月18日 主な修正点

法人が実施する主
な事業

就労移行支援 割合 100
割合

法人の基本方針
みんなが楽しく働くことで自身の生活を豊かにし、就労への支援を通して地域社会に貢献できる企業
を目指します。

主な修正点
下段：所在地

％ ％

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件

日回収％ ％

日 〆 日回収

％

日 〆

日回収％ 日 〆

受付印

受付印省略

7



５　施設の概要【平面図は７のとおり】

□

□

4 階 0 階 年
㎡ ㎡

4 階 ㎡
人 人 人

4 階 ㎡
人 人 人

階 ㎡
人 人 人

□ □ □ □ ■

６　付近図

人 同種の事業所数 事業所
利用定員合計 人

当該地域における開設事業のニーズ分析について（新規開設の場合のみ記載）
凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

※付近図に，事業所から一次避難先及び二次避難先への避難経路を記載すること。

一次避難先までの距離 ｍ 移動手段

二次避難先までの距離 ｍ 移動手段

付近図省略

土
地

所在地 福山市三之丸町６番５号　三之丸ビル４階 用途区域 商業地域

建
物

建築面積 198.48 延面積

主な修正点
所有者 抵当権 あり

今回計画の放課後等デイ
サービスの建築基準法上
の用途は「児童福祉施設
等」に該当し，従前の用途
から変更がないため，建築
基準法上の手続きは不要
ですが，建築士等に相談
し，建築基準法に適合する
計画といたします。

今回の事業追加に伴い，新
たに設置が必要な消防用
設備等はないが，防火対象
物使用開始届出書を提出
いたします。

構造 RC
階層

名称 三之丸ビル
所有者 抵当権 あり
用途 事務所・店舗

4 地上 地下 建築年 1976
577.47

②
種別 放課後等デイサービス
手続 追加 使用する階 専有面積 161

収容人員

26 内訳 職員 6 利用者 20
①

種別 就労移行支援
手続 既存 使用する階 専有面積

専有面積
収容人員

14 内訳 職員 4 利用者 10

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転 その他

２０２４年４月１日より、就労移行支援と多機能として放課後等デイサービス事業所として利用します。

0 内訳 職員 利用者

事
業
の
概
要

収容人員
161

③
種別
手続 使用する階

意見
小学校区 西小学校 人口 9,397 0

0

事業所
同種の事業所
一次避難先
二次避難先

150 徒歩

350 徒歩
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７　平面図

※平面図のデータを貼付（貼付が難しい場合は，別添とすること。）
※各部屋・設備の名称及び面積を記載すること。
※敷地内に屋外遊技場等がある場合は，合わせて記載すること。

主な修正点
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８　従業員

☑
☑
☑ □
☑ □
☑ □
□ ☑
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □
□ □

月給計
日 〆 日 月 月

９　借入金の状況

１０　必要な資金と調達方法

１１　事業の見通し

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

3 5 6 13

101476 101476 101476 101476

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

円
（１人当たり）

円 円円

304428

職種 雇用形態 名前 年齢 月給 意見
万円

今後、利用者募集に努め、
全ての従業員の処遇を改
善するように努力いたいま
す。

サービス管理責任者/児童発達支援管理責任者 常勤 56 10 万円
保育士 常勤

管理者 常勤 56 10

非常勤 31 16 万円
児童指導員 常勤 非常勤 30 18 万円
指導員 常勤 非常勤 50 20 万円

万円
常勤 非常勤 万円

児童指導員 常勤 非常勤 58 6

万円
常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤

万円
常勤 非常勤 万円
常勤 非常勤

主な修正点
万円 万円

万円
70 万円

人件費 末 翌25 支払 ボーナス 6 10

常勤 非常勤

万円 万円
万円 万円

金融機関 理由 借入残高 年間返済額

必要な資金 金額 調達方法 金額 主な修正点

設
備
資
金

土地 0 万円 補助金

0 万円
車両 0 万円

0 万円
建物 0 万円 自己資金 300 万円

借入金

１月目 ２月目 ３月目 １年後 主な修正点

合計 300 万円 合計 300 万円

設備

その他 0 万円
運転資金 300 万円

0 万円

円
諸収入 円 円
給付費　※２ 円 円

円 円
収入計 ① 0 円 0 円 304428 円

収
入

1319188

円 1319188

円

支
出

人件費 0 円 700000 円 700000 円 700000 円
旅費・交通費 20000 円 20000 円 20000 円 20000 円
賃借料 円 円 円 円

円 10000 円
諸経費　※４ 50000 円 50000 円 50000 円
通信費 10000 円 10000 円 10000

50000 円
支払元金利息 0 円 0 円 0 円 0 円

支出計② 80000 円 780000 円 780000 円 780000 円

円 539188 円

生
産
活
動

収入　Ｂ 円 円

収支①-② -80000 円 -780000 円 -475572

円 円
売上高　※３ 円 円 円 円

円 円 円 円
支出　Ｃ 円 円 円 円

円 円
利用者賃金 円 円 円
必要経費 円 円

円

放課後等デイサービス　平日　基本報酬 （604単位）＋児童指導員等加配加算（行動援護）（123単位）＋処遇改善加算（8.4％）+ペースアップ加算（2.0％）　8026円
　　　　　　　休日　基本報酬 （721単位）＋児童指導員等加配加算（行動援護）（123単位）＋処遇改善加算（8.4％）+ペースアップ加算（2.0％）　9317円　長期休み短時間４時間のため　0.85で計算

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

円
（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

最賃確保状況（Ａ型）
円 円 円

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

□ あり □ なし万円

万円

生産品 １時間の生産額 計算式 １月当たりの生産額
万円
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１２　事業計画

１３　利用者処遇
主な修正点

従業員が資格取得，スキル
アップが行える環境を作っ
ていきます。

（１）具体的な支援（療育）内容及び目的
当事業所では、職業選択や就職後を見据えビジネスマナーやコミュニケーション、ソーシャルスキルなど、多くの人と関わ
り自立していくために必要なスキル習得を目指します。また、プロのクリエイターによるパソコンやデザイン、職場体験な
ど、就職に向けてより実践的な支援も行います。

〇自立支援と日常生活の充実のための活動
　働く上で必要とされるルールとマナー
　パソコンの基本操作
　アプリケーションの操作　Word、Excel、PowerPoint、illustrator、Photoshop、Premiere Pro
　ITパスポートの資格取得
　自立した生活を送れるためのソーシャルスキルトレーニング
　パソコンの分解・組み立てなどの作業トレーニング

〇創作活動
　Adobeのソフトを使用したポスターやチラシ、動画作成
　自身で作成したアクセサリーなど、作成した創作物の販売体験

〇地域交流の機会の提供
　福山の産業を知るための企業見学
　地域で仕事をされている企業の方の講和
　地域のイベントへ積極的に参加（ばら祭り・フクヤマニメ　など）

〇余暇の提供
　スポーツ大会やキャンプなどやイベントへの参加

（２）支援を行うために必要となる職員の経験・有する資格など

〇児童発達支援・放課後等デイサービスでの支援経験
〇障害者職業センターでの職業訓練の経験
〇専門学校での教員経験
〇プロのクリエイターとしての経験
〇就労移行支援事業所での支援経験

【資格】
サービス接遇実務検定１級　　ラッピング協会講師　　秘書検定　　簿記検定
基本情報技術者試験　　シスコ技術者認定試験（CCNA）　　初級システムアドミニストレータ試験　　ITパスポート試験
CompTIA Network+　　情報セキュリティ検定１級　　illustrator認定試験ベーシック　　CADインストラクター試験

（３）職員の質向上のための教育・研修計画
少なくとも月に１回は内部研修を行い、半年に１度は外部講師による研修を行います。研修の内容については、その時に
必要な事項に関して行います。また、外部研修にも積極的に参加させていただきます。

（４）感染症対策
来所前には必ず検温を実施して発熱がないことや体調に変化がないことを確認の上来所していただきます。また、来所時
にも検温と体調について聞き取りを行い、消毒の上室内に入ることとします。感染予防に関しては訓練の中でも取り組んで
いきます。

（５）事故防止等の安全確保策及び発生時の対応
事故防止マニュアルを作成し安全確保策を策定し、事故発生時には管理者を長とした体制で、まずは安全確保につとめ、
必要箇所への通報、保護者や家族、関係機関への連絡と対応対策にあたる。

（６）関係機関との連携
学校の先生や相談支援事業所の担当者から情報をいただきながら、しかりとアセスメントし支援に当たります。必要に応じ
て、学校を訪問し連携に努めます。

（７）家族（保護者）支援
保護者との信頼関係を築くため、保護者の考え方を尊重し受容的に接しながら保護者の意見をしっかりと受け止めた上
で、今の状況や今後のことについて助言やアドバイスを行います。また、過去の利用者の事例や、生活面も含めた将来の
支援体制などの具体的な情報を伝えるなど、今後の就労生活に示唆を与えるような情報提供を行います。

（８）その他

（１）事業概要
事業種別：放課後等デイサービス
利用定員：１０名
営業日：火曜から土曜（祝日を除く）
営業時間：火曜から金曜　１３時から１９時　土曜日　１０時から１９時
サービス提供時間：火曜から金曜　１６時から１９時　土曜日　１３時から１９時
主たる対象者：発達障害　身体障害（下肢障害を除く）　精神障害
送迎の有無：なし
協力医療機関：青葉台クリニック
その他：就労移行支援事業と時間を分け、職員もそれぞれの事業について必要人員を配置します。

主な修正点

「一日の流れ」とサービス提
供時間が異なっていますの
で，修正いたしました。

（２）開設事業に係る理念・基本方針
子どもたちの社会への出発点としてスクール型の就労移行事業所を運営させていただいています。その中で、中高生の
時期に将来の可能性を広げるための療育も必要であると感じました。プロのクリエイターさんの協力で、職業体験を通し
て、就職準備を行う放課後等デイサービスを考えています。
就職は長い社会生活の出発点です。より良い選択ができるよう取り組んでいきます。
共に学び共に成長し、地域社会に貢献できる企業を目指します。

（３）事業内容
障がいや発達に特性を持つ中学生・高校生を対象とした就労準備型の放課後等デイサービスの運営を考えています。
高校を卒業した後の「就労」に備えたトレーニングに重点を置いており、さまざまな体験やスキル習得を行います。
発達障害を抱えた方が企業で働くための課題は非常に多く、仕事そのもの以外でも人間関係や集団生活のなかで困り感
や挫折を感じて離職してしまうケースがみられます。
学生時代に様々な経験をすることで、職業選択を幅を広げ、就職後の困りごとを自身で解決できるような支援を行います。
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１４　防災計画

１５　一日の流れ

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ ■ ■ ■ ■ □ □ □

1 3 時 0 0 分 ～ 1 6 時 0 0 分

1 6 時 0 0 分 ～ 1 9 時 0 0 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

※上記と異なる営業時間・サービス提供時間がある場合に記載すること。

月 火 水 木 金 土 日 祝
□ □ □ □ □ ■ □ □

1 0 時 0 0 分 ～ 1 2 時 0 0 分

1 2 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分

1 3 時 0 0 分 ～ 1 9 時 0 0 分

時 分 ～ 時 分

主な修正点

12事業計画通りに修正いたし
ました。

主な修正点
打合せ・事務作業・支援準備

支援

営業日 営業時間 サービス提供時間

13時から１９時 16時から19時

営業日 営業時間 サービス提供時間

10時から19時 13時から19時

〇災害時の対応体制
　管理者を中心に災害時の連絡・対応を明確にし、連絡先や連絡内容を記載した書面を事業所に掲示します。

〇避難先
一次避難先：東桜町緑地
距離，避難方法及び時間：１５０ｍ　徒歩　２分
二次避難先：福山城公園
距離，避難方法及び時間：３５０ｍ　徒歩　６分

〇防災計画等の作成
　必要な計画をマニュアルとしてまとめます。

〇避難訓練の実施計画
　６カ月に最低１回は避難訓練を行います。訓練内容は、地震・水害・不審者などを想定して行います。

〇その他

主な修正点

打合せ・事務作業・支援準備

昼休憩

支援
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